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⾞両システムの実信号による総合評価

ポイント
 絶縁 最⼤1000V⼊⼒

⾼電圧や⼤電流の波形計測において、絶縁不全や誤配
線、過⼊⼒などに起因するショートや感電事故、計測器の
破損の可能性があります。このような事故を防⽌するため、
計測器が絶縁⼊⼒であることが重要です。DL950をはじ
めスコープコーダシリーズには、最⼤1000V⼊⼒モジュール
をはじめ、多種の絶縁⼊⼒モジュールを⽤意しています。

 最⼤32チャネル、5台連結で最⼤160チャネル

各種モーターや制御システムの電圧・電流、モーター回転
速度、バッテリ電圧変動をはじめ、振動や騒⾳、温度、ひ
ずみなどを同時に測定する場合があります。DL950は、最
⼤32チャネル、5台連結で最⼤160チャネルが可能です。

 最⾼200MS/sサンプリング＆マルチサンプル

インバータやバッテリの急激な電圧変動を把握するには、⾼
速サンプリングが必要になってきます。DL950は、最⾼
200MS/sのサンプリングが可能です。また、チャネルごとに
異なるサンプルレートを設定でき、温度など低速サンプル
チャネルとあわせ、データ量を抑えることができます。

 ⾞載シリアルバスのトレンド表⽰

CAN/CAN FD/LIN/SENTの⾞載シリアルバス上のデー
タをトレンド表⽰できます。例えば、CAN FD上の⾞速デー
タとモーター駆動の電圧・電流、モーター回転数、温度や
振動などのセンサー出⼒と同時計測が可能です。

 ⼤容量のメモリー＆内蔵SSD、PCストリーミング

8Gポイントのメモリーおよび512GB内蔵SSDにデータを⻑
時間記録可能です。さらなる⾼速記録が可能なフラッシュ
アクイジションも近⽇発売予定です。

また、IS8000統合計測ソフトウェアと組み合わせることで、
10Gbpsイーサネット（/C60オプション）経由でPCのスト
レージにリアルタイムで⻑時間記録が可能です。
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概要
近年の⾃動⾞の電動化、インテリジェンス化に伴い、その
制御システムは複雑化し、⾞両システムの総合評価はます
ます⼤変な作業となっています。

電動モーターやバッテリ、ADAS/ADやステアリング・アンチ
ロックブレーキなどの運転⽀援機能、エアバッグやシートベル
トなどの安全装置を含め、ECUで制御される各サブシステ
ムはCAN FDなどの⾞載シリアルバスでネットワーク化してい
ます。また、騒⾳や振動を抑えた乗り⼼地の向上も重要な
評価項⽬です。

実験ベンチやテストコース、公道での⾞両システムの総合
評価は多項⽬にわたり、何度も実験が⾏える状況にはあり
ません。そのため、⾞載シリアルバスデータとアナログ信号を
同時記録できること、⽣データを⻑時間記録して後からで
も解析できること、ノイズ下でも多項⽬にわたり確実に計測
ができることなどが重要になってきます。

DL950は、⾃動⾞市場で好評のDL850シリーズの機
能・性能を⼤幅に強化した、新設計のスコープコーダです。
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特⻑
 12.1型タッチパネル＆⾼い耐ノイズ性

12.1型XGAタッチパネルによる直観的な操作を実現しま
した。また、インバータ近くのノイズが多い環境でも、正常に
動作するように設計されています。万が⼀タッチパネルが誤
動作する場合は、タッチパネルをOFFにして、ハードキーと
ジョグダイヤルで全ての機能を操作することができます。

 モーター・インバータの評価

電⼒解析機能（/G05オプション）を使い、モーターの回
転速度、トルクと同時にインバータの⼊出⼒の電圧・電流
から電⼒や変換効率をリアルタイムで演算、表⽰できます。
外乱による⾼調波の影響も解析可能です。

IS8000統合計測ソフトウェアを利⽤すれば、DL950と⾼
い測定精度のWT5000を同期させて、厳密なモーター・イ
ンバータの評価が可能です。

 電動パワーステアリングの評価

リアルタイム演算機能（/G03オプション）を使い、電動パ
ワーステアリングのトルクセンサーやレゾルバからの信号からト
ルクと操舵⾓をリアルタイムに演算、アシストモータ－の駆
動電流や⾞載シリアルバス上の⾞速信号とあわせて、同
時に表⽰することができます。

 エアバッグ・シートベルトの評価

衝突のインパクト⼊⼒からのエアバッグやシートベルトのセン
サー出⼒や制御信号を、最⼤200MS/sのサンプリングで
連続記録ができます。

IS8000統合計測ソフトウェアを利⽤すれば、⾼速度カメ
ラの映像と記録した波形データを同時再⽣できます。これ
により、物理的な状況と電気信号の相関を解析できます。

 ECU制御ソフトウェアと挙動の検証

⾃動⾞の各所に使われているECUの制御ソフトウェアが算
出する制御データと制御対象の実際の挙動を⽐較、検証
することは、重要な評価項⽬です。

DL950は、様々な信号の波形データと同時にCAN/CAN 
FD/LIN/SENTといった⾞載シリアルバスのデータをトレンド
表⽰することが可能です。

IS8000統合計測ソフトウェアを利⽤すれば、DTSインサイ
ト社製のRAMScopeで取得した制御データとDL950で
計測した各種の波形データを同時表⽰でき、制御の応答
性や妥当性を検証することができます。

 耐久試験

⻑時間の耐久試験を⾏う場合、全ての信号を⾼速サンプ
リングするとデータ量は膨⼤になってしまいます。デュアルキャ
プチャ機能を使えば、低速サンプリングでトレンドを把握しつ
つ、突発的な過渡現象を⾼速サンプリングで補⾜できます。

 ⾛⾏試験

アクセサリのGPSユニットを接続すれば、計測データとともに
時刻・位置*の情報を同時に記録できます。

ソフトウェアのDIAdemを利⽤すれば、計測データと地図
上の⾛⾏トレースデータを同時に表⽰可能です。⾛⾏ト
レースデータのみの表⽰であれば、Google Earth Proも
利⽤できます。

* 位置情報取得は近⽇対応予定
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